
善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

タ
ン
ポ
ポ
の

　や
さ
し
笑
顔
に

　力
湧
き

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
北
の
大
地
に
咲
い
て
い
る
タ
ン
ポ
ポ
が
、
や
さ
し
い
笑
顔
に
見

え
て
思
わ
ず
明
日
へ
の
勇
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　《
や
さ
し
笑
顔
に
》
を
《
や
さ
し
い
笑
顔
》
と
助
詞
を
取
っ
た
方
が

　次
の
《
力
湧
き
》
が
、
ぐ
ん
と
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　川
柳
は
読
む
文
芸
で
す
が
、
読
む
は
聴
く
に
直
結
し
ま
す
。

　《
に
》
の
助
詞
を
取
っ
た
方
が
耳
当
た
り
が
良
い
で
す
よ
。

○

台
風
で

　甚
大
被
害

　あ
い
つ
い
で

東
京
都

千

　歳

　飴

評
／
台
風
で
の
《
で
》
あ
い
つ
い
で
の
《
で
》
聴
く
耳
に
は
、
少
し

気
に
な
り
ま
す
。《
被
害
甚
大
》
は
直
球
的
な
表
現
で
す
か
ら
《
か

な
し
い
知
ら
せ
》
と
す
る
と
、
作
者
の
や
さ
し
い
心
が
滲
み
ま
す
。

　《
台
風
で
》
は
《
台
風
の
》
と
し
ま
し
ょ
う
よ
。

○

一
日
一
善

　で
き
た
か

　振
り
返
る香

川
県

丸
野

　忠
義

評
／
《
一
日
一
善
で
き
た
が
》
で
、
５
＋
７
で
12
字
に
な
る
の
で
す

が
も
う
ち
ょ
っ
と
滑
ら
か
に
い
き
ま
し
ょ
う
よ
。

　《
一
日
に

　一
善
で
き
た
か

　振
り
返
る
》
で
は
。
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会
員
の
声

青
少
年
健
全
育
成
と

防
犯
、
交
通
安
全
に

和
歌
山
県
橋
本
市

本
部
会
員

　阪
口

　繁
昭

シ
ベ
リ
ア
抑
留
、
復
員
以

来
、
懸
命
に
続
け
て
い
ま
す
。

大
勢
の
戦
友
が
マ
イ
ナ
ス

三
十
五
度
の
状
況
で
放
置
さ

れ
て
い
る
事
を
思
い
出
す

と
、
社
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
専
念
す
る
こ
と
は
苦

に
な
り
ま
せ
ん
。

先
月
末
報
道
に
よ
り
ま
す

と
、
通
学

途
上
交
通

事
故
の
犠

牲
に
な
る

の
が
ピ
カ

ピ
カ
の
一

年
生
、
七

才
程
度
の

小
学
生
が

多
い
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

先
日
、
橋
本
市
の
小
学
校

で
一
年
生
を
対
象
に
交
通
安

全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

信
号
機
の
あ
る
横
断
歩
道
を

安
全
に
渡
る
、
ま
た
、
信
号

機
の
な
い
横
断
歩
道
を
安
全

に
利
用
す
る
に
は
、
し
っ
か

り
手
を
あ
げ
て
横
断
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
わ
か
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、

車
が
止
ま
っ
て
く
れ
て
い
る

か
、
し
っ
か
り
確
認
す
る
。

私
た
ち
で
作
っ
た
模
型
の
自

動
車
を
利
用
し
て
理
解
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
交
通
安
全
教
室
は
五

月
二
十
四
日
ま
で
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
元
気

に
交
通
マ

ナ
ー
を
守

り
な
が
ら

通
学
す
る

こ
と
を
私

た
ち
は
心

よ
り
念
願

す
る
毎
日      

で
す
。

伝
統
文
化
・
地
域
研
究
者

西
村

　
　剛

主
要
な
国
道
や
鉄
道
路
線

の
起
点
で
あ
り
、
九
州
の
最

北
端
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
海
上
交
通
に
お
い
て
も

要
衝
で
あ
る
た
め
、
港
湾
機

能
の
利
便
と
大
阪
に
次
ぐ
日

本
銀
行
二
番
目
の
支
店
開
設

で
経
済
で
も
潤
っ
た
門
司
・

細
川
忠
興
の
築
城
で
藩
庁
の

置
か
れ
た
城
下
町
と
祇
園
太

鼓
の
小
倉
・
遠
洋
漁
業
基
地

と
旧
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の

ル
ー
ツ
と
な
る
戸
畑
・
官
営

製
鉄
所
と
初
の
Ｂ
―
２
９
大

型
爆
撃
機
を
使
用
し
た
日
本

本
土
空
襲
を
受
け
た
八
幡
・

完
成
当
時
は
東
洋
一
の
大
吊

橋
と
い
わ
れ
筑
豊
の
石
炭
積

み
出
し
港
と
し
て
繁
栄
し
た

若
松
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
持
っ
た
街
が

あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
街
が
未
だ
世
界

に
類
を
見
な
い
五
市
対
等
合

併
を
実
現
し
、
当
時
の
日
本

五
大
都
市
（
横
浜
・
名
古
屋
・

京
都
・
大
阪
・
神
戸
）
以
外

で
は
初
の
政
令
指
定
都
市
と

な
り
、
九
州
初
の
百
万
都
市

と
し
て
昭
和
三
十
八
年
に
誕

生
し
た
北
九
州
市
を
中
心
と

し
て
、
遠
賀
川
式
土
器
な
ど

弥
生
時
代
の
農
耕
文
化
を
伝

え
る
中
間
市
、
ア
ジ
ア
大
陸

か
ら
の
侵
攻
防
御
に
築
か
れ

た
古
代
山
城
で
国
指
定
史
跡

の
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
を
抱
く

行
橋
市
、
修
験
道
の
山
と
し

て
有
名
な
求
菩
堤
山
を
背
に

す
る
豊
前
市
、
鎌
倉
時
代
末

か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
茶

屋
で
有
名
な
芦
屋
町
な
ど
、

北
九
州

市
に
隣
接

す
る
三
市

九
町
で
北

九
州
支
部

は
構
成
さ

れ
て
い
ま

す
。前

述
の

生
い
立
ち

や
、
江
戸

時
代
ま
で

は
筑
前
国

と
豊
前
国

に
跨
っ
て

い
る
政
治

的
背
景
か
ら
文
化
や
習
慣
の

違
い
も
あ
る
。
そ
の
地
域
か

ら
二
つ
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文

化
遺
産
が
誕
生
し
た
。
ま
ず

は
平
成
二
十
七
年
七
月
五
日

に
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
に
於
い
て

決
議
さ
れ
た
『
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
・
製
鉄
・
製

鋼
・
造
船
・
石
炭
産
業
』
で

あ
り
、
官
営
八
幡
製
鉄
関
連

の
施
設
が
、
も
う
一
方
は
平

成
二
十
八
年
十
二
月
に
エ
チ

オ
ピ
ア
の
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ

バ
に
於
い
て
、
決
議
さ
れ
た

『
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
』
で
あ

る
。
こ
の
資
産
の
中
に
福
岡

県
か
ら
は
博
多
祇
園
山
笠
行

事
と
同
時
に
、
戸
畑
祇
園
大

山
笠
行
事
も
指
定
さ
れ
、
北

九
州
の
誇
る
貴
重
な
産
業
及

び
文
化
遺
産
で
あ
る
。
資
産

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
回

に
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

　　兵
庫
県
支
部

兵
庫
県
支
部
総
会

盛
会
裡
に
開
催
さ
れ
る

早
乙
女
支
部
長
後
任
に

服
部
忠
彦
氏
選
任

　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
日

（
日
）
兵
庫
県
支
部
で
は
、

例
年
の
会
場
の
神
戸
市
東
灘

区
の
日
本
酒
醸
造
元
『
桜

正
宗
』
が
経
営
す
る
「
櫻

宴
」
に
て
、
来
賓
一
名
の
他

会
員
四
十
七
名
と
委
任
状
提

出
者
八
十
二
名
計
一
九
九
名

に
て
支
部
総
会
を
開
催
し
ま     

し
た
。

総
会
開
催
に
先
立
ち
、
今

年
度
の
春
季
善
行
表
彰
受
賞

者
「
金
章
」
一
名
・「
銀
章
」

四
名
と
共
に
、
八
十
周
年
記

念
表
彰
者
「
功
績
章
」
一
名
。

「
永
年
会
員
感
謝
状
」
六
名
の

他
「
支
部
長
職
感
謝
状
」「
本

部
役
員
感
謝
状
」
の
伝
達
が

行
わ
れ
、
続
い
て
二
十
九
年

度
の
支
部
総
会
に
移
り
、
藤

田
善
行
会
会
長
の
祝
辞
の
披

露
と
共
に
来
賓
の
兵
庫
県
青

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
協
議
会

会
長
の
川
島
隆
司
氏
挨
拶
の

後
、
支
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
輪
番

制
に
よ
る
議
長
高
部
武
久
氏

の
議
事
進
行
で
全
議
案
が
進

行
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
支
部
長
補
選
の
議
案

に
つ
い
て
は
、
現
支
部
長
が

昨
年
支
部
総
会
で
任
期
二
年

の
処
、
一
年
を
条
件
に
受
任

さ
れ
て
お
り
、
残
任
期
間
一

年
の
補
選
に
つ
い
て
、
他
に

支
部
役
員
会
の
推
薦
者
で
副

支
部
長
の
服
部
忠
彦
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
る
早
乙
女
支
部

長
は
、
八
十
八
歳
の
高
齢
で
、

会
員
歴
三
十
一
年
そ
の
間
、

副
支
部
長
八
年
・
支
部
長
七

年
就
任
さ
れ
、
現
在
平
成

二
十
四
年
か
ら
本
部
の
理
事

に
就
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

総
会
の
記
念
写
真
の
撮
影

者
欠
席
の
た
め
記
念
写
真
の

撮
影
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

は
残
念
で
し
た
。

　　福
岡
県
福
岡
支
部

平
成
二
十
九
年
度
福
岡

県
福
岡
支
部
総
会
並
び

に
春
季
善
行
表
彰
・
特

別
表
彰
伝
達
式
の
開
催

福
岡
支
部
の
総
会
並
び
に

春
季
善
行
表
彰
・
特
別
表

彰
（
金
章
・
銀
章
）
伝
達
式

を
、
平
成
二
十
九
年
六
月
三

日
（
土
）
太
宰
府
市
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
総

会
で
は
鳥
巣
支
部
長
の
挨
拶

で
、
福
岡
支
部
の
現
状
と
基

盤
確
立
の
た
め
の
会
員
獲
得

の
必
要
性
つ
い
て
説
明
。
審

議
の
結
果
事
案
全
て
が
承
認

さ
れ
た
。
引
き
続
き
別
室
で

表
彰
伝
達
式
を
行
っ
た
。
前

太
宰
府
市
長
（
福
岡
支
部
顧

問
）
井
上
保
廣
様
・
衆
議
院

議
員
原
田
義
昭
様
・
前
太
宰

府
市
議
会
議
員
（
福
岡
支
部

顧
問
）
小
柳
道
枝
様
か
ら
祝

辞
を
賜
っ
た
後
、
支
部
長
か

ら
春
季
善
行
表
彰
受
賞
者
・

特
別
表
彰
受
賞
者
一
人
一
人

に
表
彰
状
と
善
行
章
・
金
章
・

銀
章
が
手
渡
さ
れ
た
。
受
賞

者
と
全
員
の
記
念
写
真
は
、

太
宰
府
市
の
広
報
誌
に
掲
載

の
た
め
、
太
宰
府
市
役
所
広

報
課
の
方
に
撮
影
を
お
願
い

し
た
。
表
彰
伝
達
式
終
了
後

別
室
に
お
い
て
受
賞
者
と
会

員
と
の
親
睦
会
を
行
っ
た
。

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
歓
談
。

最
後
に
日
本
善
行
会
と
福
岡

支
部
の
益
々
の
発
展
と
、
参

列
者
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

祈
念
し
て
、
博
多
一
本
締
め

で
し
め
く
く
り
全
て
が
終
了

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
日
本
善
行
会
事
務
局
の  

皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　　福
島
県
支
部

新
支
部
設
立
な
ど
決
議

福
島
県
支
部
総
会

福
島
県
支
部
の
平
成

二
十
九
年
度
第
二
十
三
回
定

期
総
会
は
、
四
月
十
五
日

（
土
）
郡
山
市
の
「
三
松
会
館
」

で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
県
内
各
地
か

ら
二
十
八
名
の
会
員
が
参
加
。

来
賓
に
は
支
部
設
立
時
か
ら

継
続
し
て
地
元
の
根
本
匠
衆

議
院
議
員
と
増
子
輝
彦
参
議

院
議
員
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
り
、
総
会
に
花

を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
本
年
度
も
清

掃
活
動
や
交
通
安
全
折
鶴
寄

贈
と
併
せ
、
地
域
の
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
善
行

会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
会

員
増
強
を
図
る
こ
と
な
ど
を

採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
県
南
と
県
北
地
区
に
新
支

部
設
立
に
向
け
た
役
員
体
制

の
整
備
を
行
い
、
県
内
全
域

か
ら
善
行
表
彰
の
推
薦
を
図

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
や
活
動

資
金
確
保
の
た
め
の
ア
ル
ミ

缶
収
集
な
ど
も
継
続
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
昼
食
懇
親

会
を
開
催
し
、
会
員
相
互
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

福
岡
県
北
九
州
支
部

　　愛
知
県
支
部

平
成
二
十
九
年
度

支
部
総
会
開
催

愛
知
県
支
部
平
成
二
十
九

年
度
総
会
が
、
五
月
二
十
七

日
（
日
）
か
ら
名
古
屋
市
中

区
の
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル

に
お
い
て
参
加
者
十
七
名
に

て
開
催
さ
れ
た
。　

会
に
先
立
ち
本
年
度
善
行

銀
章
を
受
章
さ
れ
た
浅
野
香

代
子
様
に
支
部
長
よ
り
伝
達

が
さ
れ
た
。
そ
の
後
総
会
で
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
が
報
告
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。
続
い
て
本
年
度
は
役
員

改
選
年
で
あ
る
が
、
支
部
結

成
十
周
年
で
あ
り
現
在
の
役

員
で
引
き
続
き
行
う
こ

と
が
了
承
さ
れ
た
。
最

後
に
平
成
二
十
九
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
案

も
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

総
会
終
了
後
懇
親
会
と
な

り
、
お
互
い
の
現
在
の
活
動

内
容
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た

懇
親
会
の
中
で
本
年
十
周
年

の
記
念
の
式
を
開
催
し
よ
う

と
の
声
が
あ
り
、
後
日
開
催

さ
れ
た
役
員
会
に
お
い
て
、

秋
の
善
行
章
伝
達
に
合
わ
せ

「
支
部
結
成
十
周
年
記
念
式

典
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
年
度
金
章
を
受

章
さ
れ
た
酒
井
昭
三
様
へ
六

月
六
日
永
津
支
部
長
と
関
理

事
が
自
宅
を
訪
問
し
伝
達
を

行
っ
た
。

※
紙
面
の
都
合
上
投
稿
原
文
よ
り
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
を
御
了
承
下
さ
い
。




